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アメリカ合衆国の未臨界核実験実施に断固抗議する 
 
	 １０月１３日の報道は、貴国が９月１５日に未臨界核実験を実施したことを報じた。

２４回目の未臨界核実験であり、オバマ政権下で初めての核実験である。さらに、計画

によれば今後も２回の実験を実施する予定とのことである。 
	 今回の未臨界核実験に強く抗議するとともに、予定されている核実験計画の即時中止

を要求する。 

	 これまでは、貴国政府は核実験実施前に計画を発表していた。今回、事前発表もせず、

１カ月近く遅れて実験の事実が伝えられたのは、納得できない。改めて今回の核実験の

全容を情報公開することを要求する。 

	 国際社会はいま、政府、自治体、市民社会が一体となって、核兵器禁止廃絶国際条約

を求め、「核兵器のない世界」をめざしている。貴職自身が、昨年４月プラハで「核兵

器のない世界」をめざすと呼びかけ、今まさに国連総会でこのことが議論されている最

中である。 
	 貴国の行動は、核兵器廃絶をねがう被爆者、諸国民、世界の市民社会にたいする冒涜

的行為である。 

	 貴職は「核抑止」の立場ではなく、核廃絶の先頭に立つべきである。 
	 以上、抗議する。 


